
 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都立品川特別支援学校 学校だより    令和５年４月７日発行 
スモールステップ 

４月号 

新しい仲間とともに 

副校長  小滝 義浩 

 新しく本校に御入学された方、転入された方、そして進級された方、たくさんの方と

ともに新しい年度を迎えました。副校長の小滝 義浩（おだき よしひろ）と申しま

す。今年度で都立品川特別支援学校では２年目を迎えます。本校の通学区域は、３区に

またがっています。また、小学部１年生から中学部３年生までの９学年という多くの児

童・生徒が在籍しており、それだけ異なった年代の方が一緒に学べるという貴重な場と

なるはずです。どうか本校での学びの中で様々な経験も積んで、児童・生徒だけでな

く、保護者の皆様もそれぞれがおもちの夢に向かって、少しずつ進めることを願うとと

もに、我々教職員もそのための支援ができるよう取り組んでいきます。どうぞ、今後と

もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年新しい年度を迎えて 

 校長  松井 栄人 
お子様の御入学、御進級おめでとうございます。品川特別支援学校校長の松井 栄人(ま

つい まさと)と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本校の教育目標でもある「基本的生活習慣を養い、自立し社会参加できる児童･生徒を

育成する」「豊かな感性と自分を表現する力を育てる」「学ぶ意欲や働く意欲･態度をはぐ

くみ、主体的に生活する力を育てる」「自分の仲間を大切にし、ともに活動する力を育て

る」ために、児童・生徒一人一人に応じた教育を推進し、充実した学校生活を送れるよう

子供たちのために力を尽くしていきます。また、そのために研究・研修等など様々な機会

を活用して、教員の指導力向上を図り、教育活動を充実させ、子供たちの学びを支えてい

きます。 

今年度は、小学部 33名、中学部 24名の新入生をお迎えし、全校で 235名の児童・生徒

数となります。また、79名の教員が子供たちの指導・支援に取り組みます。一人一人の教

員がそれぞれの場で活躍できるように校長として学校経営を進めていきます。 

新型コロナウイルス感染症も収まりつつありますが、引き続き感染防止には十分に配慮

しながら、コロナ禍前の学校生活（授業、行事）を実施していきたいと考えています。御

家庭と学校の連携を大切にしながら、子供たちの健康や安全を守りつつ、子供たちの社会

参加、自立に向けて、一人一人の可能性を伸ばしていきたいと思います。 

保護者の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 

 

GIGA 端末（ipad）について 

本年度は、希望するどの児童・生徒も持ち帰りできるようにいたします。５月開始とな

ります。ただし、持ち帰りにおける使用目的は、学校で取り組んでいる授業内容や課題、

その復習、また個別課題を家庭で行うことを主といたします。その際には、ルールを守り

正しく使用するための保護者の方の見守りと協力が不可欠となります。 

その点を御承知の上で希望する際には、ぜひ担任と個別面談等にて方向性を決めて、進

めていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 


